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議会報告会を開催
第3回

市
民
参
加
型
議
会
を
目
指
し
、
市
内
12

カ
所
で
第
３
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

１
７
７
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
当
初
予
算

や
議
員
定
数
の
協
議
状
況
な
ど
を
報
告
の

後
、
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
行
い
、
多

岐
に
わ
た
る
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

影仙頭集落センター（物部町）

開催日 会　　場 参加人数

5月11日（土） 影仙頭集落センター（物部町） 16名（男12女４）

5月13日（月） 北岩改公会堂（香北町） ８名（男６女２）

5月14日（火） 神池分団屯所（物部町） 29名（男20女９）

5月15日（水） 五王堂分団屯所（物部町） ８名（男３女５）

5月15日（水） 植公民館（土佐山田町） 16名（男16）

5月16日（木） 繁藤地区コミュニティーセンター（土佐山田町） 13名（男７女６）

5月16日（木） 宮ノ口公民館（土佐山田町） 12名（男８女４）

5月16日（木） 岩村地区老人憩の家（土佐山田町） 14名（男11女３）

5月17日（金） 基幹集落センター（香北町） 11名（男９女２）

5月18日（土） 明治地区多目的集会所（土佐山田町） ８名（男７女１）

5月19日（日） プラザ八王子（土佐山田町） 35名（男18女17）

5月19日（日） 三谷地区集会所（香北町） ７名（男４女３）
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〈
25
年
度
当
初
予
算
〉

Ｑ　
光
ケ
ー
ブ
ル
設
置
の

目
的
と
効
果
は
。

Ａ　
市
民
の
ネ
ッ
ト
環
境

の
充
実
（
ス
ピ
ー
ド
・
光

テ
レ
ビ
等
）
と
地
域
間
格

差
の
是
正
。
企
業
誘
致
や

移
住
促
進
に
も
有
利
で
あ

る
。

Ｑ　
本
市
の
自
主
財
源
率

22
・
９
％
は
県
下
で
ど
の

く
ら
い
の
位
置
な
の
か
。

Ａ　
本
市
の
自
主
財
源
の

う
ち
、
市
税
は
15
・
４
％

で
あ
る
。
南
国
市
は
30
・

５
％
、
土
佐
市
が
17
・
５

％
、
香
南
市
は
13
・
７
％

で
あ
る
。

Ｑ　
人
件
費
率
19
・
９
％

は
も
う
少
し
改
善
で
き
な

い
の
か
。

Ａ　
県
下
の
他
市
と
比
較

し
て
も
給
与
は
高
く
な
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
職
員
を
一

度
に
削
減
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

Ｑ　
地
域
支
援
事
業
の
内

容
は
。

Ａ　
物
部
町
に
２
名
の
支

援
員
を
配
置
し
、
集
落
維

持
、
過
疎
対
策
を
支
援
す

る
事
業
で
あ
る
。

Ｑ　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
い
交
付
金
に
つ
い
て
、

現
行
の
５
年
間
は
き
つ
い
。

せ
め
て
３
年
間
に
な
ら
な

い
も
の
か
。

Ａ　
国
の
事
業
で
あ
り
難

し
い
が
、
同
様
の
意
見
が

多
々
あ
る
。
国
・
県
に
つ

な
い
で
い
く
。

〈
議
案
の
審
査
状
況
〉

Ｑ　
観
光
協
会
へ
の
貸
付

金
に
つ
い
て
、
今
回
の
総

括
と
貸
付
金
の
回
収
は
。

Ａ　
観
光
事
業
は
、
本
市

の
重
要
な
振
興
策
の
柱
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
一
般
社
団
法
人
と
な

っ
た
後
、
前
専
務
理
事
に

よ
る
不
適
切
な
現
金
の
処

理
・
職
員
過
配
に
よ
る
人

件
費
増
な
ど
で
運
営
が
破

た
ん
す
る
事
態
に
陥
っ
た

が
、
観
光
協
会
を
失
う
訳

に
は
い
か
ず
、
貸
付
条
例

の
制
定
に
至
っ
た
。

　

な
お
、
貸
付
金
に
は
、

５
名
の
連
帯
保
証
人
が
お

り
、
回
収
は
大
丈
夫
で
あ

る
。

Ｑ　
議
会
に
設
置
さ
れ
た

定
住
人
口
増
加
促
進
特
別

委
員
会
の
内
容
は
。

Ａ　
土
佐
山
田
町
の
都
市

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
す
る
と
と
も
に

定
住
人
口
増
に
つ
な
が
る

子
育
て
等
の
施
策
に
つ
い

て
市
長
に
提
言
し
て
い
く
。

〈
地
域
交
通
対
策
検
討
委

員
会
の
最
終
答
申
〉

Ｑ　
市
営
バ
ス
が
地
域
に

入
る
場
合
、
幹
線
だ
け
で

は
な
く
支
線
に
も
入
っ
て

ほ
し
い
。

Ａ　
デ
マ
ン
ド
型
で
の
運

行
も
答
申
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
で
検
討
し
た

ら
よ
い
。
地
域
で
の
合
意

形
成
が
必
要
だ
が
、
十
分

可
能
で
あ
る
。

〈
定
数
の
協
議
状
況
〉

Ｑ　
議
員
定
数
・
報
酬
は

誰
が
決
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　
報
酬
額
は
第
３
者
機

関
で
あ
る
特
別
職
等
報
酬

審
議
会
が
市
長
に
答
申
し
、

議
会
で
決
定
し
て
い
る
。

定
数
に
つ
い
て
は
、
議
員

提
案
に
て
議
会
で
決
定
す

る
。

【
意
見
】

・
議
員
定
数
は
現
状
で
、

報
酬
を
削
減
す
る
べ
き
。

・
広
範
囲
で
あ
り
適
当
で

あ
る
と
思
う
が
、
議
員
個

々
の
向
上
を
。

・
議
員
の
質
の
向
上
に
取

組
め
ば
削
減
も
可
能
で
あ

る
。

・
２
名
削
減
し
て
は
。

・
定
数
は
削
減
し
、
報
酬

を
上
げ
る
。

・
あ
ま
り
削
減
す
る
と
山

間
部
の
声
が
届
き
に
く
く

な
る
。

・
定
数
は
半
減
で
。

議
会
報
告

報
告
に
対
す
る
質
疑
や
ご
意
見
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す

プラザ八王子（土佐山田町）

次回の報告会は11月を予定しています。
（土佐山田町6カ所、香北町3カ所、物部町3カ所）
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Ｑ　
集
会
所
の
机
・
椅
子

は
補
助
の
対
象
に
な
る
か
。

Ａ　
地
域
活
性
化
総
合
補

助
金
の
対
象
と
な
り
、
補

助
率
75
％
で
、
上
限
が
37

万
５
千
円
で
あ
る
。
申
請

は
、
政
策
企
画
財
政
課
も

し
く
は
各
支
所
で
受
付
け

る
。

Ｑ　
支
所
の
人
員
は
、
今

後
も
現
状
維
持
か
。

Ａ　
サ
ー
ビ
ス
低
下
・
停

滞
に
つ
な
が
る
人
員
削
減

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｑ　
山
に
来
て
働
き
た
い

人
が
い
る
が
、
住
宅
問
題

が
あ
る
。
市
の
ほ
う
で
総

合
的
な
窓
口
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ　
空
き
家
調
査
を
行
い
、

貸
し
て
も
よ
い
人
と
借
り

た
い
人
を
繋
い
で
い
く
。

す
で
に
香
北
・
物
部
に
お

い
て
１
次
調
査
を
終
え
て

い
る
。

Ｑ　
本
年
度
、
一
般
職
員

の
採
用
が
な
か
っ
た
が
、

職
員
の
年
齢
構
成
が
い
び

つ
に
な
る
の
で
は
。

Ａ　
現
在
、
退
職
者
の
半

数
を
採
用
す
る
の
が
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
。

Ｑ　
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

の
制
度
は
素
晴
ら
し
い
。

今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
２
年
間
の
計
画
で
あ

る
が
、
市
民
の
要
望
が
多

い
よ
う
で
あ
れ
ば
執
行
部

に
つ
な
い
で
い
く
。

Ｑ　
防
災
会
を
立
ち
上
げ

た
後
の
行
政
か
ら
の
報
告

や
指
導
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
う
が
。

Ａ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
要
請
す
れ
ば
地
域
に
出

向
く
。

Ｑ　
市
営
バ
ス
事
業
は
、

も
う
少
し
収
支
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

Ａ　
交
通
弱
者
の
足
の
確

保
と
い
う
こ
と
で
本
市
の

重
要
な
政
策
で
あ
る
。
補

助
金
等
を
活
用
し
、
実
質

の
持
ち
出
し
は
少
な
い
。

Ｑ　
市
街
化
調
整
区
域
の

線
引
き
を
外
す
と
い
う
話

は
な
い
か
。
家
が
建
た
な

い
。

Ａ　
定
住
人
口
増
加
促
進

特
別
委
員
会
で
調
査
・
研

究
し
、
市
長
に
提
言
し
て

い
く
。

Ｑ　
市
で
婚
活
事
業
の
予

定
は
な
い
か
。

Ａ　
観
光
協
会
が
昨
年
実

施
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。

本
年
も
べ
ふ
峡
温
泉
で
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

意
見
交
換
Q&A

報
告
会
へ
の
コ
メ
ン
ト

基幹集落センター（香北町）

・
緊
急
性
の
あ
る
議
題
等

の
順
位
や
メ
リ
ハ
リ
が
ほ

し
い
。

・
丁
寧
な
説
明
が
さ
れ
、

よ
く
分
か
っ
た
。

・
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

・
資
料
を
棒
読
み
で
な
く
、

ポ
イ
ン
ト
を
捉
え
て
説
明

願
い
た
い
。

・
意
見
交
換
を
多
く
し
て
。

・
意
見
を
反
映
で
き
る
よ

う
な
意
見
集
約
型
の
会
を

計
画
し
て
は
。

・
大
変
よ
か
っ
た
。
今
後

も
参
加
し
た
い
。

・
議
員
が
身
近
に
感
じ
、

我
々
の
代
表
だ
と
思
っ
た
。

・
初
め
て
の
参
加
だ
っ
た

が
、
多
少
は
市
民
と
し
て

市
政
に
参
加
で
き
た
感
が

あ
り
、
今
後
も
色
々
な
場

所
で
開
催
し
て
ほ
し
い
。

・
個
別
テ
ー
マ
の
討
論
会

を
開
催
し
て
は
。

・
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
。

マ
イ
ク
の
使
用
を
望
む
。

・
出
席
者
が
多
く
な
る
よ

う
検
討
を
。

・
他
の
参
加
者
の
意
見
等

を
聞
け
る
の
も
良
い
。
参

加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
こ
と
が
解
っ
た
。

・
地
域
及
び
住
民
の
立
場

で
市
の
行
政
を
正
し
く
見

つ
め
、
努
力
さ
れ
た
い
。

・
対
面
的
ふ
れ
あ
い
が
あ

れ
ば
、
会
に
親
し
み
が
持

て
参
加
者
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

う
の
な
ら
紙
資
料
と
は
違

っ
た
写
真
等
を
入
れ
た
ら
。

※
多
く
の
ご
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
報
告
会
に
活
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た

�

皆
さ
ん
へ

今
回
の
報
告
会
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
１
７
７
名

の
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
管
の
常
任
委
員
会
で
調

査
研
究
の
う
え
、
執
行
部

に
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
十
分
に
お
答
え
で

き
な
か
っ
た
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
回
答
い
た

し
ま
す
。

本
議
会
は
、
議
会
基
本

条
例
の
中
で
報
告
会
の
開

催
を
定
め
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
今
後
も
継
続
し
て

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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